
財　産　目　録

Ⅰ 資産総額 30,245,664,391 円

内 基本財産 22,553,104,652 円

運用財産 7,692,559,739 円

収益事業用財産 0 円

Ⅱ 負債総額 1,747,615,770 円

Ⅲ 正味財産 28,498,048,621 円

区　　　分 金　　　額

資産額

1 基本財産

土地 113,081.020 ㎡ 4,361,912,611 円

建物 82,250.440 ㎡ 13,869,133,102 円

図書 368,729 冊 1,888,076,961 円

教具・校具・備品 33,959 点 884,059,371 円

その他 1,549,922,607 円

2 運用財産

現金預金 4,347,912,957 円

その他 3,344,646,782 円

3 収益事業用財産 0 円

資　産　総　額 30,245,664,391 円

負債額

1 固定負債

長期借入金 0 円

その他 769,206,359 円

2 流動負債

短期借入金 0 円

その他 978,409,411 円

負　債　総　額 1,747,615,770 円

正味財産（資産総額－負債総額） 28,498,048,621 円







 

 

２００８年度は、智学館中等教育学校の開校と大学人間科学部に健康栄養学科が開設され、本

学にとって新たな門出となった。 

そのために施設・設備関係支出の実績が目立ったが、それらはすべて自己資金で賄い第１号基

本金の増額へとつながっている。しかし、昨年同様帰属収入に対する消費支出が超過し、次年度

への繰越金が減額となる結果となった。 

全体的には、各種財務指標を取ってみても本学の財務的な安全性・安定性については問題ない

と思われ、今後の無借金経営の継続が予測される。 

何点かの気になる点としては、学生生徒納付金収入と金融危機の影響による資産運用収入の対

前年比減額の点である。学生募集の強化に力を注ぐとともに寄付金や外部資金の導入など新たな

収入の道を探る努力を続けなければならない。 

 

２００８年度 財務状況報告 
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